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はじめに

山地斜面の下部が低温化する風穴の自然現象を利用して，蚕種 （蚕の卵） を風穴へ冷蔵し孵化を制御

することによって養蚕の時期を延長させる手法が，幕末期に開発された （清水・澤田編，2015，清水，

2018など）。明治期における蚕糸業の振興に伴い，大正期までに全国でおよそ300箇所以上もの「風穴

小屋」 （蚕種貯蔵風穴） が造られ，天然冷蔵倉庫として商業的に管理・経営されていた。各地にあった蚕

種貯蔵風穴は，当時の国の基幹産業に関わることでもあり，農商務省農務局による記録が残されてい

る （農商務省農務局，1914-1919など）。

大正後期以降，電気冷蔵庫の普及により，蚕種貯蔵風穴は放棄されていったが，その後昭和前期に

なって植林の種子・苗木の貯蔵に再利用された風穴もある。これらの風穴 （冷蔵倉庫） 跡は，現在では

多くが山林のなかに小屋の内壁だった石垣のみをとどめるに過ぎず，全く所在不明の風穴も多数ある。

本稿は，明治期以降の産業遺産ともみなせる過去に利用されていた風穴について，できるだけ現地で

位置や現状などを調査した結果に，利用当時の記録があるが今も位置が不明なままのものも加えたもの

で，いわば現時点での日本の風穴小屋に関する基礎資料である。さらには，現在でも冷蔵に利用されて

いる風穴小屋が各地にあり，それらについても紹介する。

全国風穴小屋（跡）一覧表2019の作成

明治・大正期に風穴小屋が利用されていた当時の記録は，長野県蚕病予防事務所 （1905，1910），久保

田 （1909），筆記者不明 （1909），柳澤 （1910），蚕業新報社 （1913），農商務省農務局（1914-1919），秋田

営林局 （1936） などに掲載されている。いずれも，当時の農商務省農務局による記録がオリジナルとみ

なされる。これらの文献には，蚕種貯蔵風穴の所在地の村名字名・所有者名・蚕種貯蔵枚数などが記さ

れている。

さらに今世紀になって，群馬県下仁田町の荒船風穴を世界文化遺産の構成資産に登録すべく動きがあ

り，それにともなって，群馬県教育委員会による全国都道府県教育委員会宛に，各地の風穴小屋に関す

るアンケート調査が行われ，風穴が所管内に所在する全国の市町村からの返答がまとめられた（群馬

県・群馬県教育委員会，2009）。
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2014年には，第一回全国風穴小屋サミットが長野県大町市で開催され，その折の配布資料として『全

国風穴小屋マップ』 （清水，2014） が作成された。そのウラ面に，その時点までの資料による「全国風穴

小屋一覧表2014」を掲載した。次いで，最近までの日本の風穴研究の総括として，『日本の風穴－冷涼

のしくみと産業・観光への活用』が刊行され （清水・澤田編，2015），その付録として「全国風穴小屋一

覧表」の改訂版が掲載された。それらをもとに新たに判明した現地の資料をも加え，本稿の「全国風穴

小屋 （跡） 一覧表2019」をまとめた （表 1－その 1～10）。日本の風穴小屋の分布資料としては最新で，

風穴に関わる地理情報のひとつのベースになろう。

この一覧表作成の手順として，最初に上記の明治～大正期の文献と一部で市町村誌などに載る風穴名

と所在地 （当時の村名字名） を全て書き出し，さらに昭和期に植林の種子・苗木の貯蔵に利用された種

子貯蔵風穴 （秋田営林局，1936） なども加えた。それらが位置する町村字名を，2万 5千分の 1地形図上

で探し，風穴の所在地とおぼしきおおよその範囲を推定した（地形的には崖錐斜面や地すべり地形に立

地することが多い）。

次に風穴小屋跡の現状を知るべく，それが所在していた山村地域へ，できうるかぎり赴き，地元での

聞き取りを経たうえで現地踏査を実施した。この調査は2004年ころから開始したので，爾来15年余り

を費やした。その結果，現地で確認された風穴小屋跡は，全国でおよそ200箇所近くに及んだ。それら

現地調査時の概要については，『地図中心』 （日本地図センター） に連載を続けている （清水，2012-

2020）。他方，現地での聞き取りによっても全く情報が得られず，現状不明となっている風穴小屋跡も

まだ多い。

全国風穴小屋 （跡） 一覧表2019には，確認された個々の風穴の経緯度・標高の位置情報，地形図・近

傍の地名，利用開始年・廃止年のほか，洞穴・石垣囲いの形式別，蚕種・種子などの貯蔵用途，周辺の

地形，小屋の現存や現在の冷蔵倉庫としての実用，見学用の整備，文化財指定，管理者・所有者などの

現況も示した。個々の風穴が記載された明治期～昭和前期の文献も付した。

過去の文献に記録されているものの，現地で確認されていない風穴については，位置情報や現況が空

欄となっている。このほか，駒門風穴 （御殿場市） や河内の風穴 （彦根市） のように古くから著名な風穴

であっても，過去に冷蔵利用された記録のないものは一覧表から除外した。

風穴小屋 （跡） の全国分布

現地調査で確認された風穴小屋 （跡） の位置情報を，全国図に展開した （図 1）。長野県に集中してい

るので，関東甲信越を中心とした拡大図も作成した （図 2）。以下では，過去に利用されていた風穴小

屋を述べる場合を蚕種貯蔵風穴などとし，現在の状況や総合的に述べる場合を風穴小屋とした。

蚕種貯蔵風穴の北端は札幌市の平岸にあった北海風穴だが，現在の平岸周辺は市街地化しており，そ

の位置や現状などの情報が全くない。北海道内には，このほか種子貯蔵用に使われた風穴小屋跡がいく

つかあり，その北端は遠軽町にある鉱山の坑道跡を利用した瀬戸瀬氷穴である。羊蹄山麓の京極町にあ

る羊蹄風穴は，風穴小屋跡が 4基残っており，道内の種子貯蔵の中心地でもあった。

東北北部の青森・岩手・秋田の 3県には，蚕種貯蔵風穴が少ない。大館市の長走風穴は，標高200m

前後に高山植物群落があって国指定天然記念物として著名であり，周辺には種子やリンゴ貯蔵用に使わ

れた風穴小屋跡が複数ある。

東北南部の山形・宮城・福島の 3県では蚕種貯蔵風穴が集中し，奥羽山脈などの地すべり地形に多く

所在する。この地域以南で養蚕が盛んであったことがうかがえる。

関東では，東京都内の檜
ひのはら

原村に檜原風穴があり，茨城県でも筑波山地南部に天狗風穴が確認されてい
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表１　全国風穴小屋 （跡） 一覧表 （その１）
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表１　全国風穴小屋 （跡） 一覧表 （その２）
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表１　全国風穴小屋 （跡） 一覧表 （その３）
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表１　全国風穴小屋 （跡） 一覧表 （その４）
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表１　全国風穴小屋 （跡） 一覧表 （その５）



50― ―

表１　全国風穴小屋 （跡） 一覧表 （その６）
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表１　全国風穴小屋 （跡） 一覧表 （その７）
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表１　全国風穴小屋 （跡） 一覧表 （その８）



53― ―

表１　全国風穴小屋 （跡） 一覧表 （その９）
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るが，栃木・千葉・神奈川の 3県に蚕種貯蔵風穴がない。千葉県内は古第三紀以前の地層や火山がない

ので，風穴をつくる硬い岩石が分布しないことに因るのだろう。栃木・神奈川の 2県に蚕種貯蔵風穴が

なかった理由は不明である。

群馬・山梨・長野・岐阜の 4県内には，蚕種貯蔵風穴が多く分布する。2014年に世界文化遺産となっ

た荒船風穴 （写真 1），江戸中期から利用されている小諸市の氷
こおり

風穴・松本市稲
いねこき

核の風穴本元 （写真 2）

なども含まれる。とくに長野県内の蚕種貯蔵風穴の記録は100箇所以上に及んでいる。これは，明治期

以降，全国でも最も養蚕が盛んな地域であったからにほかならない。それらの地域は高い山々に囲まれ

た山間部にあり，風穴をつくりやすい崖錐斜面が多くあるという土地条件も有効であった。富士山麓に

多数ある，粘性の低い玄武岩熔岩の抜け跡である規模の大きい熔岩トンネルも，蚕種貯蔵風穴として使

われていた （写真 3）。

表１　全国風穴小屋 （跡） 一覧表 （その10）
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西日本～九州では蚕種貯蔵風穴の分布は疎らとなるが，おおむね各府県に 1箇所以上は所在する。鍾

乳洞を利用した蚕種貯蔵風穴は少ないが，滋賀県の佐目風穴，高知県の長者風穴がそれにあたる。九州

では熊本県にだけ蚕種貯蔵風穴が分布していないが，この理由も不明である。

南西諸島には風穴小屋の存在は知られておらず，日本最南端の蚕種貯蔵風穴は，鹿児島県の桜島風穴

である。桜島南麓の湯野に鹿児島県天然記念物となった風穴があるが，利用された痕跡がなく，それが

桜島風穴なのかは明らかでない。

風穴小屋 （跡） の緯度高度

これまでに位置が確認された風穴小屋 （跡） の緯度高度を散布図に現した （図 3）。風穴の年間を通し

た低温の維持は，所在する気候帯によって異なる場合もある。たとえば，風穴の現象に起因する局所的

な永久凍土の生成は北海道内に多く （澤田・石川，2002など），本州以南ではごく少ない。亜熱帯に属

図１　全国風穴小屋 （跡） 分布図
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する南西諸島には風穴小屋 （跡） がない。このような気候環境が風穴の立地に影響するなら，高緯度で

低く低緯度で高い位置に分布するという傾向が認められるはずである。ところが実際には，図 3に見る

ように，日本列島の気候環境によるそうした分布傾向は明瞭に現れてはいない。

これについては，以下のような理由が挙げられるだろう。1） 風穴の現象は，高低差をもつ地下の空

隙という表層地質 （斜面地形） 条件があって，その空隙を空気が対流 （とくに冬の冷たい外気の吸い込

みによる岩石の蓄熱で夏季まで低温が持続） することによって生じる。この現象は，低山の斜面でも，

海岸近傍の崖でも認められる。2） 風穴小屋は，風穴の自然現象が起きている斜面に造られ，貯蔵品の

運搬に不便な奥山よりも，なるべく便利な里山に多く立地する。

中部地方には里山を含めて山岳・高原地域が広がっており，全般に高標高にまで風穴小屋 （跡） が分

布している。日本で最も高い位置にある蚕種貯蔵風穴は南八ヶ岳の立
たつ

場
ば

山風穴で，立場川谷底の標高

2,020mにあるノッチ状洞穴である。ここの風穴はあまり低温ではないので，亜高山帯の冷涼な環境を

図２　中部日本の風穴小屋 （跡） 分布図



57― ―

写真１　世界文化遺産・荒船風穴の石垣 （群馬県下仁田町）

写真２　稲核に現存する風穴本元 （長野県松本市）
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利用していたようである。いっぽう，日本で最も低い蚕種貯蔵風穴は和歌山県の熊野風穴で，日
ひ き

置川下

流の河岸沿いの標高30mに位置していたが，現在では跡をとどめていない。

九州では山岳地域に分布する傾向が認められる。著名な蚕種貯蔵風穴として，大分県の大
たいせん

船風穴

（1,250m），宮崎県の祖母風穴 （1,370m），長崎県雲仙岳の北穴 （1,240m） ほかの風穴群などがある。これ

らは標高1,000m以高の山頂近くに所在し，いずれも夏季まで風穴内に氷が残存する。西日本の温暖な

気候環境下で，やや冷涼な山地帯 （冷温帯） に顕著な低温の風穴が見出され，それが利用された例だろう。

写真３　熔岩トンネル・富士竜宮風穴 （竜宮洞穴） の洞口 （山梨県富士河口湖町）

図３　全国風穴小屋 （跡） の緯度高度散布図
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現在における風穴利用

現在でも冷蔵等に利用されている各地の風穴について，ここで述べておこう。

かつての蚕種貯蔵風穴を，そのまま現在でも冷蔵に利用または利用できる状態にある風穴小屋が長野

県内にある。佐久市の入沢風穴，小諸市の氷風穴，松本市の風穴本元は，一部を改修しつつも維持され

ている。入沢風穴は個人宅のすぐウラにあり，佐久市天然記念物に指定されている。氷風穴では蕎麦や

日本酒などの貯蔵が行われており，2016年に「氷風穴の里保存会」が設立され，初夏には風穴まつりが

開かれている。風穴本元では，明治期以来の倉造りの風穴が現存しており、苗木・種子などが貯蔵され

ている。なお，同じ稲核にある道の駅風穴の里の近傍に見学用の風穴があり，日本酒が貯蔵されている。

近年，地元団体が蚕種貯蔵風穴跡に風穴小屋を再建し，そこに農産物や酒類を冷蔵しているところが

いくつかある。福島県三島町の滝谷風穴 （写真 4） では米・味噌・蕎麦など，長野県大町市の鷹狩風穴で

は焼酎，上田市の武石唐沢風穴では日本酒，長和町の近代的倉庫造りの集出荷貯蔵施設の風穴 （写真 5）

写真４　復元された滝谷風穴の風穴小屋 （福島県三島町）

写真５　近代的倉庫造りの集出荷貯蔵施設の風穴 （長野県長和町）
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では韃
だったん

靼蕎麦、福井県大野市の荒島風穴では醤油や農産物など，兵庫県豊岡市の神鍋山風穴や島根県出

雲市の八雲風穴では農産物が貯蔵されている。

以上に挙げた風穴貯蔵品の多くは，品質や味が良好と評価されている。そうした付加価値が得られる

ことによって，現在においても，風穴貯蔵が営業的に成り立っている例もある。なかでも，鷹狩風穴の

焼酎は500日貯蔵することで，まろやかな味になることが評価されている （写真 6）。また，木曽町の上

野風穴では，ビニールハウス内で夏季に椎茸が栽培・出荷され，好評を得ている。

このほか，山口県萩市の笠山周辺では，風穴に住居を接続させ天然の冷房が得られる部屋があって，

これを「ひやし」という。また，秋田県の長走風穴や岐阜県恵那市の岩浪風穴では，風穴からの冷風を

パイプで建物内へ引き込み，夏季の冷房に供している。

2011年の東日本大震災による停電の影響から，研究用生物の電源装置保存が問題となって以降，九州

大学では，研究・産業上有用なカイコ卵の系統別保存を大学の冷蔵庫だけでなく，稲核の風穴本元にも

バックアップ保存している （伴野，2014）。ところが、それぞれに一定期間保存したカイコ卵の孵化率を

比べると，風穴のほうが好成績であることが判明したという。おそらく，安定した高い湿度と吹き出す

天然の風によって，雑菌が少なくカビが発生しにくい状態が風穴内につくられているようである。

現在では，表 1に示した明治期以来の蚕種貯蔵風穴などの多くが，放棄されたまま忘れ去られようと

している。ここでそれらを見直すことにより，今後とも風穴の利用が無限に広がることが期待される。

風穴は，まさに持続型・未来型の自然エネルギーといえるものだろう。
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田直隆　塚原吉政　小駒はるみ　山本信雄（故人）　柿下愛美　守屋以智雄　竹之下典祥　高田将志　荒堀弘隆 

野久保貴博　吉井裕之　金山卓樹　杉野昌生

写真６　鷹狩風穴における焼酎の貯蔵 （長野県大町市）
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　風穴の現地調査では，全国各地の方々から貴重な情報が得られた。（　）は風穴名。

網走西部森林管理署（瀬戸瀬）　佐々木 進（三関）　古澤 健（月山）　布施昭太郎（金倉）　酒井市男（羽前）　

佐藤幹男（瀧山）　山口幹雄（瀧沢）　吉田興一郎（虚空蔵）　上野雄規（黒森）　佐久間宗一・目黒常廣（滝谷） 

鈴木勝義（滝）　鴻巣臣義（天狗）　五十嵐亘孝（鬼押出し園）　千明 圭（幡谷）　大河原順次郎（荒船）　黒

沢 均（大見山）　吉川ひろし（檜原）　古屋勝仁（狐新居）　雨宮薫晴（栃山）　高橋義信（清川）　赤池八千代

（瀬戸）　望月明晴（久田子）　三石仁子・嗣佳（入沢）　前田富孝・前田重雄・土屋 清（氷）　清水基介（蓼北） 

武捨直江（氷平）　掛川一清（とのいり沢）　西沢恒幸（独鈷山）　鴇田 章（武石）　北村よう子（長和町集出荷

貯蔵施設）　傘木宏夫（鷹狩）　橋本武人（三才山）　前田英一郎（風穴本元）　上條洋司（針生）　諏訪市博物館

（神宮寺）　松原明雄（木曽）　倉澤道人（小野）　片桐一樹（権現山）　原 安彦（棚洞）　熊谷 操（中ノ澤）　上

谷 勉（布勢）　和合 正（一の谷）　加子母森林組合（加子母）　高水正夫（岩浪）　林 マスヨ（城山）　山口隆吉

（栃木）　脇本浩嗣（荒島）　本多栄一（大谷）　眞砂幸次（太郎生）　猪隼一雄（丹後）　旭民宿（熊野）　勝部秀

夫・勝部 敦（八雲）　栗田たつ子（来見）　高橋和則（箸蔵）　緒方靖明（永野）

　以上の方々の協力なくして本資料をまとめることはできなかったであろう。記して謝意を表します。
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Distribution of the Cold Storage on Algific Talus Slopes in Japan

SHIMIZU Chousei, YAMAKAWA Nobuyuki, IKEDA Akihiko, SAWADA Yuki,
SEKI Hideaki, YAMADA Yuko, OWA Misae and ISHII Masaki

More than 300 natural cold storages had been installed on algific talus slopes in Japan in the late 
19th and early 20th century. These cold storages were mostly used for preserving silkworm eggs for 
sericulture, and for tree seeds for forestation. Authors made a list of the cold storages in Japan, based 
on the reports which were published by government in the early 20th century. Then, we confirmed 
whether remains of the cold storages exist or not, by the field surveys. Table 1 summarizes the re-
mains of the cold storages in Japan. Distribution of the cold storages are highly concentrated in the 
middle part of Japan, where sericulture industries were dominant in the past. Some cold storages are 
still active in the recent year. For example, alcoholic beverages, such as Sake, are refrigerated in sev-
eral rebuilt cold storage.


